
門
脈
系
統
ト
腹
壁
空
静
脈
系
統
ト
テ
吻
合
セ
レ
.t.. 

yレ

一
新
法

何
一
回
。
ロ
＠

gmw
富
z
r。
L
O
N
E『
回
一
一
角
宮
田
町
内
品
。
『
問
。
一

r
z
g

－vmF
E
W
E
L
g

－vpzmw色。
2
3件
。
邑

ω

（
O
田
。
ロ
苫
昌
冨

mwYω
）
昌
一
片
品
。
垣
間
。

r
r
m白
書
畠
ω問
。
昌
（
田
町
田
znr老
町
昌
弘
）
・

8
4
i
o

N
E－宮山田

i

自
白
周
囲
内

w
E
Oロ
ロ
『
乱

sm品
。

pw『
kpωN一z
m
A
E
g拡
｝
向
。
一
伸
一
回

ωω
ロ
r
r
z仲間凶問。

。04唱。
ro
（
噌
創
立
一
色
一
。
〈
AWLN岡山向。『信阿国ぬ曲目。
ω
ぬ
『
。
留
め
回

Z
O件
N
g
山口
ω

∞
冨

r
r
E
m
g
o
回
一
出
品
。
ぬ

045ro
呂
町
〈

O
Z
1
3
M
L即
日
向
。
回
開
『
rmL吉田山町

g
一
口
。
『
回
一
ロ
仲
N
一『
r
z一
丘
一
。
ロ
）
・

〈

2
w
k
f
E
6
3・pv
↓一

ロ
吋
・
同
－

d
円
。
同

g
H
P

〔

hF2
－－2
H
口一回一ア『
O
一Z
宗
一

『内

E
ル

d
三
2
2】？
Z
N
E
4内一

C
2
（
】

vg『
・
り
吋
・
刷
、
．
時
ロ
ユ
｝
2
4
u・）〕

京
都
帝
図
大
臥
一
・
湾
問
学
部
外
科
事
教
室
（
烏
潟
教
授
）

助

教

授

醤

皐

士

横

田

浩

て士f
仁I

腹
水
ノ
外
科
的
療
法
ト

ジ
ア
単
グ
ラ

Y

、
モ
ノ
A

多
数
ア
レ
ド
モ
、
業
方
針
ヨ

y
之
ヲ
大
別
ス
レ

バ

一
、
新
一
プ
シ
キ
血
行
循
環
民
路
ヲ
造
設
ス

Y

コ
ト

二
、
腹
水
ソ
ノ
モ
ノ
ア
誘
導
ス

Y

コ
ト

／
ニ
ッ
ト
ナ
ジ
得
ペ
ジ
。

第
一
ノ
方
針
－
一
従
ッ
ア
最
モ
屡
々
利
用
土

d

プ
Y

、
A

大
網
膜
一
一
シ
ア
、
之
ア
腹
壁
（
4
L
］）
一
三
其
他
）
腎
臓
（
周
則
、
働
制
、

烏
一
付
）
、
牌
臓
（
捌

多
腰
）
内
二
癒
着
セ
シ
ム
w
y

コ
ト
ニ
ヨ

1
7門
脈
系
ト
杢
静
脈
系
ト
ノ
吻
合
交
通
ノ
路
ア
拓
k
f
h
p
u
y

モ
／
ナ
リ
ノ
、
其
他
｝
山
｛
戸｝
内
氏
痩
印

J

ナ
門
脈

ト
下
大
静
一
肌
ト
ノ
直
接
吻
合
手
術
ヲ
行
ヒ
、
或
A

腹
膜
荒
蕪
（伊
眠
、
貯
釦
）
笠
（
他
一
一
ヨ

y
－
プ
内
臓
ト
腹
壁
ト
／
癒
着
ァ
促
ス
方
法
モ
ア

y
。

第
二
／
方
針
ノ
下
－
二
腹
膜
ヲ

A
正
中
線
一
一
一
於
ア
、

出
2
2
0

A
鼠
陵
部
－
一
於
ア
漏
オ
代

ニ
皮
下
結
締
織
中
へ
開
口
セ
ジ
メ
、
或

国
乙
Au
－－

第
戒
品
位

F『

原

著
~ 

4葉

回

九

七

へ
第
六
披

七

、ー〆



第
成
品
位

F、
原

箸
w 

むミ

国

A

「
ゴ
ム
」
管

2
2
5
－

h
p

二
位
）
骨
管
（
ヱ
円

Z
E
E－EHH）
気
管
（
制
対
）
其
他
ノ
組
織
叉
A

紙
等
ヲ
以
－
プ
腹
膜
内
面
開
口
部
〆
結
締
織
性
自
然
閉
塞

ヲ
防
止
セ
ム
ト
ジ
h
p
y
o

九

!¥. 

（
第
六
競

七
四
）

第
一
ノ
手
術
一
一
－
Y
A
大
糾
膜
ノ
主
ナ
Y
血
管
ガ
手
術
ノ
結
果
ト
ジ
ア
一
時
血
行
ヲ
停
止
セ
ラ

y
y
ノ
不
利
ア
リ
ノ
、
此
ノ
一
事
無
カ

y
セ
バ
血

管
ノ
新
生
A

夏
－
一
迅
速
－
一
シ
ア
、
形
成
セ
ラ

Y

、
交
通
管
モ
太
グ
且
ッ
多
カ

Y
ペ
キ
A

勿
論
ナ

y
、
叉
第
二
／
手
術
－
一
於
－
プ
A

腹
膜
／
排
水

孔
ガ
営
然
早
晩
結
締
織
性
ニ
閉
寒
一
セ
ラ

y
y
ノ
不
利
ア

p
、
此
ノ
コ
ト
無
カ

y
セ
バ
手
術
ノ
結
果
A

現
想
的
ナ

Y
ペ
ジ
、
余
A

此
ニ
ツ
ノ
効

果
ァ
同
時
－
一
粂
ネ
備
ヘ
タ

Y
手
術
方
法
ヲ
得
ム
ト
ジ
ア
究
ノ
如
キ
研
究
的
質
験
ヲ
重
、斗
夕
立
。

第
一
法
（
第
一
闘
）

第

右

叫

側

I
l
l
i－
－

p
r
l
l
九
札
熱

九
&l1 

I
1
l
J

正
中
味
、

園

第
一
法
、
（
第
一
国
）
’

Fig. 

皮
切
、
左
側
上
腹
部
ニ
於
ア
正
中
線
二
窒
ヲ
有
ス

Y
左
向
キ

ノ
葉
駅
鱒
（

a
）
ヲ
作
y
。

筋
層
切
、
前
者
ノ
三
分
ノ
一
ノ
幅
ニ
ジ
ア
左
乳
線
－
一
室
ヲ
有

ス
Y
右
向
キ
ノ
葉
朕
繍
（
b
）
ヲ
作
U
F

。

腹
膜
切
、
筋
暦
ト
同
ジ
線
－
一
室
ヲ
有
ジ
、
幅
A

其
二
倍
ア
Y

葉
山
肌
繍
（
C

）
ヲ
作
y
。

A
1
腹
膜
擁
ノ
雨
縁
（
1
）
、
（
2
）
ヲ
郁
轄
ジ
ア
筋
暦
擁
ノ
前
面

ニ
ア
縫
合
ジ
後
者
ヲ
表
裏
共
腹
膜
ニ
ア
包
ム
。

大
網
膜
ノ
中
央
一
一
裂
ヶ
目
ヲ
作
リ
ノ
前
ノ
筋
暦
鴫
ヲ
以
ア
之
ア

貫
キ
大
網
ノ
鱗
／
茎
都
ニ
向
ツ
ア
押
シ
寄
ス

Y
時
A

大
網
A

集

マ
リ
ア
一
束
ト
ナ
リ
環
妹
－
一
皮
下
ヲ
通
ズ
Y

コ
ト
ト
ナ
Y
、
業

出
口
ト
入
口
ト
ヲ
残
シ
ア
筋
層
ヲ
縫
合
ジ
皮
膚
擁
－
一
ア
其
上
ヲ



被
フ
、
（
第
二
間
A
及
B
）。

此
術
式
ノ
目
的

（
ご
、
皮
膚
雛
ア
大
ニ
シ
其
玄
ノ
位
世
ヲ
他
ノ
層
ノ
モ
ノ
ト
反
艶
ニ
ナ
ジ
ア

Y
ガ
故
－
一
皮
膚
縫
合
部
A

深
層
縫
合
部
叉
A

大
網
ノ
出
入
口
ト

遺
ク
ナ

y
腹
水
痩
ヲ
残
ス
憂
ヒ
無
シ
ト
考
ヘ
タ

y
。
（
一
一
）
、
大
網
膜
ノ
血
行
ヲ
妨
グ
ズ
。
（
三
）
、
大
綱
出
入
口
ノ
竿
分
A

腹
膜
－
一
ア
被
A

Y

、
ガ
故
－
一
二
ケ
所
共
排
水
孔
ト
ナ
η
ノ
而
モ
大
網
膜
ガ
介
在
ス

Y
ア
以
ア
筋
層
製
裂
孔
ガ
時
日
ノ
経
過
ト
共
一
一
一
増
殖
ス

Y

結
締
識
－
一
－
プ
閉
塞
セ

ラ

Y

、
コ
ト
ヲ
妨
グ
得
ト
考
ヘ
タ
リ
。

第
二
闘
（
A
）

×
：
：
・
×
ハ
腹
膜
侠
損
部
、

L
ハ
筋
暦
融
制

皮 1
下皮

議膚
織

第
二
悶
（
B
）

／
 

勝
胞
内
ヨ
リ
見
タ
什
個

志ゑ

・・
l
t
』

l
s
a

，．
a
l
正
中
紋

Fig. 2, B. 

腹筋

膜層、

Fig. 2, A. 

「

xlt
×
l
x」
ρ

シ滞情
テモ謄

大シト

綱ム腹
之Jレ壁
ヲ腹皮
持筋下
ミ暦結
テノ締

主宣伝手織
遁裂ト
ス日ヲ

....... 
－＿，，.、

腹
膜
狭
損
部

以
上
ノ
加
キ
手
術
方
法
一
一
球

ypプ
賓
験
セ
ジ
ニ
究
ノ
如
キ
結
果
ヲ
得

タ
リ
。

賓

験

結

果

家
兎
第
一
競

第
武
谷

F司、

原

善、4

キ藁

国

九
二
九

（
第
六
披

七
五
）



第
戒
品
位

著....., 

キ長

F可

J京

問

;/L 

0 

（
第
六
時
抗

七
六
）

手
術
後
一
般
朕
熊
悪
ク
食
餌
ヲ
構
ラ
ズ
翌
日
ヨ

7
腹
部
膨
満

γ
第
三
日
ニ
A

著
明
ナ

Y
帰
動
昂
進
ア
見
、
漸
究
衰
弱
ス
、
第
五
日
二
主

p
苫

問
状
態

ニ
陥

y
－プ
歳

セ

y
、
剖
検
ス

Y

ニ
腹
壁
手
術
竃
－
一
一
於
ア
筋
層
擁

L
（
第
二
岡
盛
照
）
λ

麻
庫
ノ
魚
メ
ヵ
、
管
養
障
碍
モ
之
ニ
加
A

リ
シ

ヵ
、
兎
ニ

角
却
、
ク
引
キ
仲
バ
ナ
レ
ア
非
薄
ト
ナ
リ
著
明
ナ

Y
「ヘ

Y

ニ
ア
」
ヲ
形
成

ジ
、
盗
－
一
懸
－
ブ
シ
メ
ア

y
シ
大
網
λ

「へ

Y

－一ア」－
一
引
キ

グ
－
フ
レ
ア
索
状
ト
ナ

y
辛
ジ
ア
腹
壁
ヲ
出
入
セ

Y

一一止

7
y
、
腹
壁
内
面
ノ
腹
膜
欠
損
部
－
一
強
度
ノ
腸
管
癒
着
ア
リ
、
数
僚
ノ
腹
管
A

折
リ
重

ナ

y
－
ア
屈
折
シ
口
腔
端
A

胃
こ
主
Y

マ
デ
拐
、
ク
膨
大
セ

η
ノ。

家
兎
第
二
競

手
術
後
一
般
航
態
ヲ
恢
復
ス
グ
コ
ト
ナ
ク

γ
ア
納
税－
日
死
セ

y
、
未
ダ
「
へ

Y

ニ
ア
」
ア
ナ
サ
ザ
レ
ド
モ
腹
腔
内
ノ
所
見
A

第
一
例
－
一
似
’
プ
高
t

え

例

え

7
J（
え
）
ハ
仙

K
M
’へい帆裂
隙－
L
dで
腹
腔
ト

氏
ア
仏
立
1
d
内
；
士
、洲一
M

－ニ

Z
Pト
人

お
イ則

ふ
り
川
い
り
〆
／
一人
μ
，

：

J
O
〆

ん

Pμグ
山川川
バル

%
d
TJ

度
ノ
癒
着
、
腸
管
ノ
屈
折
及
ピ
其
ノ
口
限
端
ノ
膨
満
等
プ
見
Y
。

家
兎
第
三
競

手
術
後
一
時
侠
復
ジ
蹴
食
ジ
タ

Y

モ
ヤ
ガ
ア
衰
へ
－
プ
第
三
日
ニ

死
ジ
葉
山
肌
態
二
削
者
ト
間
伐
ナ
リ
。

・
是
ニ
由

y
－
プ
之
ヲ
観
M

Y

－
一
以
上
ノ
手
術
方
法
ノ
欠
貼
A

qo 私
（
一
）
、
葉
鱗
ノ
筋
肉
ガ
業
用
ヲ
鴬
サ
ズ
ジ
ア
一
へ
〆
一
一
ア
」
ヲ
作

F
 

ル
コ
ト
。
（
二
）
、
腹
膜
欠
損
部
三
角
度
ノ
腸
管
燕
着
ヲ
来
ス
コ

ト
。
（
三
）
、
腹
壁
前
面
ノ
血
管
川
大
関
上
下
一
一
走
レ

Y
ガ
故
一
一

此
方
法
－
一
－7
A
葉
大
部
分
ガ

ニ
ヶ
所
ニ
－
ア
横
断
セ
ラ

y
、
コ
ト

ト
ナ
リ
大
綱
ノ
血
行
ア
保
チ
得
Y

－
一
七
プ
モ
服
申
ノ
血
行
A

却

ア
悪
ク
ナ
レ
w
y

理
ナ
リ
ノ
。

第
二
法
、

（第
三
悶）



皮
切
、
下
向
キ
／
葉
般
姉
ト
ナ
ス
、
其
大
ナ
A

計
室
岡
セ

Y
深
部
手
術
竃
ヨ

y
モ
贋
ク
シ
置
ク
。

筋
暦
切
、
前
法
ト
同
ジ
ク
右
向
キ
ト
ナ
ス
。

腹
膜
切
、
此
葉
朕
擁
ヲ
右
ニ
長
ク
シ
ア
筋
唐
擁
ノ
長
舟
ノ
ノ
二
倍
ア
ラ
ジ
メ
、
上
下
ノ
幅
A

後
者
ト
同
ジ
ク
ス
、
之
一
一
ヨ
η
ノ
ア
縫
合
／
際
腹
膜

－
一
欠
損
無
キ
様
引
キ
寄
ス

Y

コ
ト
ヲ
得
。

此
方
法
ニ
ヨ

y
－プ、

（
二
、
腹
膜
一
一
A

庚
汎
ナ
Y
欠
損
部
無
カ
タ
シ
メ
軍
－
一
線
航
ノ
裂
隙
（
第
三
闘
1
、
2
）
ノ
ミ
ト
ナ

シ
。
士
己
、

ト
唯
一
ケ
所
ノ
ミ
ト
ナ
ス
コ
ト
ヲ
得
タ
リ
。

結

皮
下
ノ
血
管
ヲ
横
断
ス

Y

コ

質

験

果

家
兎
第
四
競

手
術
ノ
経
過
良
好
、
三
日
目
ヨ

y
A
多
量
ノ
食
餌
ヲ
嬬

y
、
術
後
二
週
間
目
ニ

A
既
一
一
腹
壁
前
面
ヲ
上
下
一
一
走
行
ス

Y

静
脈
ノ
増
加
セ
ル
ト

般
若
明
ト
ナ

y
タ
Y

モ
漸
次
「
へ

Y

ニ
ア
」
ノ
度
ヲ
加
へ
来
リ
一
ヶ
月
頃
ニ
A

葉
大
ナ
大
人
ノ
手
拳
大
ト
ナ

y
－
プ
前
面
－
一
突
出
ジ
新
生
セ
シ
静

脈
A

－
次
第
一
見
エ
難
ク
ナ
レ

y
、
開
腹
検
査
ス
ケ
一
癒
着
A

極
メ
ア
軽
度
ナ
Y

モ
、
重
要
ナ
Y
大
綱
A

突
出
ス

Y
「
へ
と
ァ
崖
て
一
牽
引
セ

ラ
レ
ア
細
キ
索
扶
ト
ナ
ク
肉
眼
上
殆
ド
血
管
ヲ
見
事
ス
、
「
へ

Y

ニ
ア
」
壁
自
身
ノ
中
一
一
包
マ
レ
ア

y
ジ
筈
ノ
筋
屠
擁
（
第
三
国
ノ

L
）

A

殆
ド
葉

影
ア
止
メ
ズ
。

家
兎
第
五
競

経
過
並
ニ
所
見
A

家
兎
第
四
競
ト
大
同
小
異
ナ
リ
ノ
。

家
兎
第
六
競

術
後
五
日
目
ニ
手
術
部
／
化
膿
セ

Y

7
見
出
ジ
タ
Y
ガ
故
－
一
皮
膚
縫
合
部
ヲ
開
キ
見
Y

ニ
下
宇
都
ノ
皮
下
－
一
膿
蕩
ア

y
、
上
宇
都
－
二
明
瞭

二
大
網
ノ
血
管
充
設
セ

Y

ヲ
認
メ
タ

y
、
開
放
的
創
傷
療
法
ヲ
行
A

ム
ト
セ
シ
モ
衰
弱
ア
来
シ
創
面
A

漸
衣
「
へ

Y

－
一
ア
」
ト
ナ
リ
ノ
八
日
目
ニ
死

相
府
式
典
世

F司、

原

著
L」

＋寅

国

九

（
第
六
時
抗

七
七
〉



第
戒
品
せ

F、
I毘

横

田

著
L」

セ

y
。

九

五
、
ず
凍

志

府二
職
ftl干
ヰ大
・＇綜
帝 J’／

月豆
1実
_j，刀

どJ('・ 

膜
ノ
竿
分
（
前
側
）
A

鎌
朕
靭
帯
ヲ
利
用
シ
タ

Y

コ
ト
ト
ナ

Y
。

九

（
第
六
競

七
八
）

第
一
一
一
法
、
（
第
四
国
）

Fi宮・ 4

皮
切
、
正
中
線
ヨ

y
約
一
糎
右
方
ニ
ア
之
一
一
平
行
ナ
Y

一
線
ト
ナ
ス
、
左
側
／
皮
膚
縁
ヲ
引
キ
上
グ
ア
之
ヲ
左
ニ

牽
キ
皮
下
ノ
血
管
ヲ
全
部
皮
膚
ノ
方
一
一
層
セ
シ
メ
ッ
、
剥

離
ス
。

筋
層
切
、
下
向
キ
ノ
葉
航
擁
ト
ナ
ス
、
即
チ
直
腹
筋
λ

此
耕
ノ
下
端
一
一
ア
一
ヶ
所
横
断
セ
ラ

y
、
ノ
ミ
。

腹
膜
切
、
筋
閉
店
ト
同
大
、
同
方
向
、
同
位
置
ノ
葉
朕
擁
ト

ス
、
恒
ジ
右
縁
λ

正
中
線
－
一
接
uvd
プ
葉
右
方
ヲ
遁
－
ブ
シ
メ

肝
臓
錐
扶
靭
帯
ヲ
擁
縁
／
方
ニ
附
属
セ
シ
ム
。

今
此
靭
帯
ヲ
醗
特
シ
、
筋
屠
繍
／
前
面
ヲ
被
ヒ
ア
腹
膜

擁
ノ
左
縁
一
一
縫
着
ス
、
然
U
Y

時
A

筋
屠
擁
ヲ
被
包
ス

Y
築
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第

ム
ノ、

園

窒
部
－
一
於
ア
腹
膜
切
／
雨
上
端
ア
強
ク
外
方
一
一
牽
キ
出
ジ
之
ヲ
繍
以
外
ノ
筋
層
ノ
前
面
一
一
貼
リ
ノ
附
ク

Y
様
固
定
縫
着
ス
（
第
五
圃
）
。

究
ニ
大
網
膜
一
一
裂
ケ
目
ヲ
作

y
第
一
法
一
一
記
載
セ
Y

ト
同
ジ
様
一
一
手
術
ジ
終
Y

（
第
六
園
、
第
七
闘
A
及
B
）

第
三
手
術
方
法
ノ
目
的

〈
一
）
、
皮
切
λ

一
線
ニ
ジ
ア
正
中
線
－
一
近
キ
ガ
故
ニ
前
腹
壁
ノ
皮
下
血
管
ヲ
切
断
ス

Y

コ
ト
殆
シ
ド
無
ク
一
腹
水
痩
其
他
術
後
ノ
創
傷
一
一
闘
ス

y
合
併
症
ヲ
最
小
限
度
ト
ナ
ジ
得
ト
考
ヘ
タ
リ
。
（
二
）
、
出
ユ
ミ
氏
孔
A

完
全
腹
膜
閣
繰
ヲ
有
ジ
二
ケ
所
ニ
作
η
ノ
得
タ
廿
ノ
。
（
三
）
、
主
孔
内
－
一

介
在
ス

Y
大
綱
A

・
孔
ヲ
閉
塞
セ
ズ
ト
思
考
セ
ラ

Y
o

（
四
）
、
大
網
ノ
血
行
ア
妨
グ
ザ
Y

コ
ト
勿
論
ナ
リ
ノ
。
（
五
）
、
「
へ

Y

－
一
ア
」
ヲ
作
Y

コ
ト

ナ
ジ
。
（
六
）
、
腹
膜
ァ
欠
損
セ

Y
組
織
ガ
腹
腔
一
一
直
面
セ

Y
毛
ノ
無
ジ
。

第
武
品
位

著、」

横

F『

原

国

九
三
三

七
九
）

（
第
六
猿
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賓
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果
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業

家
兎
第
九
就

術
後
三
日
目
ニ
死
ス
、
剖
検
ス
u
y

－
一
右
肺
－
二
両
度
ノ

ル
ユ
ア
」
無
ク
腹
院
内
ニ
腸
管
ノ
癒
着
無
シ
。

九
三
間

八

O
）

（
第
六
貌

第

（
い
わ
）

腹
腔
内
ヨ
リ
見
タ
ル
園

七

国

Fig. 7, A. 

Fig. 7, B. 

欝
血

之
ヲ
座
ス

Y

モ
断
面
ヨ
廿
y
泡
ア
出
ナ
ズ

、
「
へ

及
ピ
肋
膜
下
出
血
ア
叶
ノ
ア
硬
ク
、



家
兎
第
一

O
競

術
後
ノ
経
過
佳
良
一
一
ジ
ア
二
週
間
後
一
二
腹
壁
皮
下
ニ
血
管
ノ
横
張
増
大
セ

Y
ヲ
肉
眼
上
明
カ
ニ
認
ム
、
「
へ
M
F

ニ
ア
」
無
ク
、
腹
腔
ヲ
開
ク

ユ
内
臓
ノ
癒
着
無
ク
、
大
綱
A

太
キ
血
管
ヲ
有
セ

Y

7

、
皮
下
ア
環
η
ノ
腹
腔
ヨ
η
ノ
出
デ
テ
腹
腔
－
一
復
蹄
セ

Y
ヲ
見
山
戸
、
腸
管
－
一
交
通
障
碍
無
シ
。

家

兎

第

二

暁

手
術
ノ
塑
日
死
ス
、
剖
検
ス
U
Y

モ
死
因
不
明
ナ
リ
。

犬
第
一
競

手
術
－
一
際
ジ
銃
一
一
一
妊
娠
シ
居
タ
Y

モ
ノ
ナ
Y
ガ
術
後
ノ
経
過
佳
良
一
一
ジ
ア
八
日
百
二
仔
犬
一
一
頭
ヲ
安
産
ジ
而
モ
「
へ

Y

－
一
ア
」
ヲ
来
サ
ズ
、

術
後
八
十
三
日
目
ニ
検
ス

Y

－
一
へ
寓
異
国
板
第
一
園
）
皮
下
血
管
／
新
生
著
明
ナ

y
、
腹
腔
内
ヨ
リ
見
Y

一
一
皮
下
ヲ
環
レ

Y
大
綱
部

A
E常
f

場
合
ヨ
リ
モ
多
数
ノ
太
キ
動
静
脈
ヲ
有
ス
。
（
寓
異
国
板
第
二
圃
）

結

果

其

二

手
術
後
二
週
間
乃
至
三
週
間
ニ
於
テ
克
二
右
側
季
肋
縁
－
一
泊
ヒ
斜
メ
ニ
腹
壁
ヲ
開
キ
門
服
ノ
全
部
叉
A

一
部
ノ
結
決
ヲ
ナ
ス
、
一
部
ノ
結
紫

A

門
脈
怜
ヲ
緩
ク
縛
η
ノタ

Y

モ
ノ
ト
、
分
岐
部
－
一
－
ア
左
宇
ノ
按
ヲ
縛
咋
ノ
タ
Y

モ
ノ
ト
ア
咋
ノ
。

家
兎
第
一
二
競
及
第
二
二
一
抗
、
犬
第
二
暁

何
V

毛
杢
門
脈
ヲ
結
紫
ジ
タ
Y

一
一
手
術
後
敷
時
間
一
一
ジ
ア
呼
吸
頑
数
、
苦
闘
一
甚
シ
ク
四
肢
ノ
熔
撃
等
ヲ
起
シ
タ
M
Y

後
死
ス
、
腹
腔
内
全
鵠
－
一
班
、

キ
欝
血
ア
レ

γ
ソ
V

以
上
ノ
所
見
ヲ
得
ズ
。

家
兎
第
一
四
競

門
脈
ノ
部
分
的
結
紫
ヲ
行
ブ
、
結
紫
U
V
P
7
1
7
二
週
間
ヲ
経
ザ
Y
間
一
二
腹
壁
皮
下
ノ
静
脈
怒
張
ジ
来
Y

コ
ト
著
ジ
ク
十
九
日
目
（
寓
異
闘
板

第
三
園
）
日
一
A

海
蛇
頭
販
－
一
ナ

v
y
、
腹
腔
ヲ
開
ク
ニ
結
紫
部
即
チ
第
二
回
ノ
手
術
部
－
二
強
度
ノ
癒
着
ア
H
ノ
、
腹
水
僅
カ
ニ
ア
レ
ド
モ
コ
A

病
的
ナ
Y
カ
否
ヤ
明
カ
ナ
ラ
ズ
、
腸
管
ノ
何
慮
－
一
毛
著
ジ
キ
血
行
障
碍
無
シ
、
大
網
ノ
血
管
λ

太
ク
ジ
ア
通
常
ノ
家
兎
ニ
ア
A

大
綱
A

極
メ
ア

賓

！強
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（
第
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時
蜘

八

、v〆

十
非
部
ナ
U
F

－tノ
ナ
U
Y

ガ
此
時
A

腹
壁
－
一
出
入
セ

Y
大
綱
東
A

小
指
太
ト
ナ
レ
M
Y

ヲ
見
y
o

家
兎
第
一
五
挽

門
脈
ノ
部
分
的
結
紫
、
術
後
ノ
経
過
極
メ
ア
良
好
、
結
紫
後
六
日
目
ニ
ジ
ア
腹
壁
静
脈
張
グ
蹟
張
ジ
来
叶
ノ
業
朕
態
A

約
七
十
日
間
総

ほ

セ
リ
ノ
、
爾
後
再
ピ
減
少
ジ
行
キ
四
ヶ
月
迄
健
存
セ
シ
後
逃
己
セ

y
、

家
兎
第
一
六
抗

～

門
服
ノ
部
分
的
結
謀
、
之
モ
経
過
順
調
ニ
ジ
ア
二
十
日
後
開
腹
ス
、
所
見
A

家
兎
第
一
四
挽
ト
大
同
小
異
ナ
リ
。

家
兎
第
一
七
及
ピ
第
一
八
抗
、
犬
第
三
、
第
四
、
第
五
及
ピ
第
六
競

門
脈
ノ
部
分
的
結
集
ユ
耐
エ
得
ズ
、
数
時
間
乃
至
二
日
目
ニ
死
シ
、
内
家
兎
第
一
八
琉
－
一
腹
腔
内
出
血
ア

9
、
犬
ノ
二
例
－
一
腹
腔
内
ニ
灰

白
色
ニ
潤
濁
セ

Y
液
／
訴
溜
セ

Y

ヲ
見
タ

y
、
何
V

モ
腸
管
ノ
鶴
血
甚
U
J

。

家
兎
第
一
九
琉

門
脈
ノ
部
分
的
結
梨
、
術
後
三
日
目
ニ
死
ジ
結
裁
部
ノ
出
血
、
腸
管
ノ
欝
血
y

外
ニ
胃
部
及
ピ
腸
管
口
方
ニ
張
キ
膨
満
ア
リ
ノ
。

犬
第
七
競

門
脈
ノ
部
分
的
一
結
決
、
経
遁
順
調
一
一
ジ
47
家
兎
第
一
四
競
ノ
如
ク
而
モ
ソ
V

ヨリ
y

A

静
脈
ノ
慌
張
新
生
著
明
ナ
円
ノ
、
其
扶
態
一
ヶ
月
機
筋
、
セ

ジ
モ
其
後
ノ
朕
態
A

事
情
－
一
ヨ
リ
検
ス
M
Y

ヲ
得
ズ
。

犬
第
八
脆

門
脈
ノ
部
分
的
結
紫
、
結
紫
後
二
日
1

ニ
死
ス
、
之
－
二
腸
管
ノ
檎
血
ヲ
見
U
Y

ノ
ミ
。

以
上
門
服
ノ
結
紫
例
ヲ
通
覧
ス

Y

ニ
全
結
抗
措
ノ
家
兎
二
例
、
犬
一
例
ハ
何
V

毛
庇
チ
二
死
ジ
タ
レ
ド
モ
、
部
分
的
結
紫
ノ
家
兎
六
例
、
犬
六

例
／
中
家
兎
三
例
、
犬
一
例
ニ
’
於
－
プ
能
ク
之
ニ
耐
旦
得
タ
U
F

モ
ノ
ア
ク
ア
、
業
腹
壁
／
静
脈
ガ
新
生
ジ
来
u
y
朕
A

寓
異
国
板
一
一
示
ス
ガ
如
ジ
、

犬
A

家
兎
－
一
比
ジ
ア
其
成
績
悪
カ
η
ノシ
A

質
験
ヲ
多
ク
厳
久
、

J

（
大
正
十
三
年
十
二
月
ヨ
リ
十
四
年
一
月
）
ノ
頃
－
一
行
ヒ
、
飼
養
上
ノ
注
意
ニ
著
シ
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起
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、
術
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目
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大
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ノ
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O
第
二
問
、
同
右
、
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腹
腔
内
ヲ
一
ホ
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（
大
綱
）
（
本
女
第
九
三
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頁
参
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〉

O
第
三
問
、
家
兎
第
一
凶
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、
第
三
方
式
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－
ヨ
リ
テ
手
術
λ

、
術
後
十
六
日
目
ニ
門
脈
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柑
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シ
タ
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後
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目
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所
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賓
験
結
果
実
三
、
（
第
八
園
）

腹
壁
皮
下
結
締
織
中
ヲ
通
過
ス

Y
大
網
ノ
血
行
ガ
永
存
セ

Y

コ
ト

ヲ
確
認
セ
ム
ト
ジ
ア
大
綱
－
一
代
フ

Y

－
ニ
腸
間
膜
ヲ
以
ア
ジ
其
大
血
管

ノ
南
側
一
一
裂
ヶ
目
ヲ
作

y
葉
朕
鴇
ヲ
ジ
ア
之
ヲ
潜
－
フ
ジ
メ
大
網
ト
同

様
ニ
取
扱
ァ
。

家
兎
第
二

O
、
第
一
二
、
第
二
二
及
ピ
第
二
三
競

何
レ
モ
経
過
良
好
ニ
ジ
ア
五
日
乃
至
二
十
日
目
ュ
検
ス

Y

ニ
腹
壁

ヲ
潜
y
b
p
y
血
管
一
一
支
配
セ
－
y
y
、
腸
ノ
長
テ

A
M米
乃
至

y
レ
以

上
ナ
Y

モ
何
髭
ニ
モ
血
行
障
碍
無
ジ
、
腹
壁
皮
下
－
一
静
脈
ノ
瞭
張
シ

来
Y
強
サ
A

大
網
－
一
見
タ
Y

（
家
兎
第
一

O
及
ピ
第
一
一
一
抗
、
犬
第

一一抗）ヨ

y
モ
更
－
一
強
カ
η
ノ
キ
。

結

論

余
ノ
手
術
方
法
ヲ
臨
床
上
ニ
底
用
ジ
タ
Y
結
果
ヲ
見
Y

－
一
非
ザ
レ

バ
、
今
日
迄
行
A

レ
タ

Y
他
ノ
方
法
ト
ノ
比
駿
的
債
値
A

論
ジ
難
キ

モ
、
少
ク
ト
モ
賓
駿
上
－
二
前
記
第
コ
ア
手
術
方
法
ヲ
以
－
プ
セ

Y

－一

実
効
果
A

貫
ニ
肉
眼
ノ
ミ
ヲ
以
ア
確
買
－
一
一
部
ム
ダ
’
ヲ
得
タ

y
、
即
チ
此
ノ
手
術
方
法
－
一
ヨ

7
4
7
「
新
－
プ
ジ
キ
血
液
循
環
径
路
ヲ
門
脈
空
静
脈
二

系
統
ノ
間
二
作
潟
γ
、

ム

Y
7
得
タ

y
ト
信
ズ
。

同
時
二
脱
水
y
ノ
モ
ノ
ヲ
直
チ
エ
腹
腔
外
－
一
誘
導
ス

Y
」
孔
ヲ
二
ケ
鹿
－
一
於
ア
而
カ
モ
長
時
日
z
百
ト
y
－
ア
存
在
セ
シ
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